


























































































通常，各主体	 	の環境	 	には，帰結空間 上の選好順序 が
含まれている。このため，目標対応 は，アローの社会的厚生関数 の下















の主体	 	に対し	 	となる他の帰結	 	が存在しないときを



























結 関 数	 	 は 各 環 境	 	 に 対 し 戦 略 形 ゲ ー ム	
	を誘導する。ここで，各主体	 	につ























































































対し	 。ここで， 	は，	 ， ， 	の意。社会









8）	 ， ，各主体	 	に対し環境空間	 	が強選好順序の全体であれば，比較



















者	 	の消費集合を 次元ユークリッド空間の非負象限	 	と単純化し
よう。各消費者	 	には初期付与	 	が与えられている。単純化
のために，初期付与は一定であるとしよう。このとき，各消費者	 	の





























































































































全体 とし，（3） 	を想定する。ここで，消費者	 	の消費計画














































































































































































点 を通る消費者Bの無差別曲線は点 ， を通る予算線の勾配より急で
あり，したがって，点 と点	 	の間の資源配分を提示するインセンティブ
を持たないからである。
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individual	 rationality.	Directions	 for	possible	 future	 research	are	also	
presented.
